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「SDGｓ」で未来へ親切

　
国
連
が
定
め
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」。
日
常
生
活
の
中
で
、
も
っ
と
気
軽

に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
な
と
、
今
回
私

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
、
生
ご
み
を
熟
成
・

発
酵
さ
せ
る「
コ
ン
ポ
ス
ト（
た
い
肥
）づ
く

り
」。
ご
み
が
減
る
上
、
家
庭
菜
園
な
ど
の
肥

料
に
な
る
な
ん
て
、
一
石
二
鳥
！ 

早
速
、
東

京
の
カ
フ
ェ「A

tlya

（
ア
ト
リ
ア
）参
宮
橋
」

主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ

（
株
）の
平

た
い
ら

希け

井い

さ
ん
。
生
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
で
、
ご
み
焼
却
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
コ

ス
ト
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
で
き
る
ほ
か
、
多
く

の
人
が
た
い
肥
を
つ
く
れ
ば
、
農
薬
の
使
用
が

減
り
、
人
も
自
然
も
健
康
に
な
る
と
、
身
近
な

循
環
の
し
く
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る「
食
品
ロ
ス
」

の
問
題
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
一
つ
に
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
の
一
人
当
た
り
の
食
品

ロ
ス
量
は
１
年
で
約
45
㎏
。
な
ん
と
毎
日
、
お
茶
碗
一

杯
分
も
の
ご
飯
を
捨
て
て
い
る
の
と
同
じ
量
に
な
る
そ

う
で
す（
農
林
水
産
省
Ｈ

Ｐ
よ
り
）。

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
静

岡
県
本
部（
事
務
局
：
静

銀
総
合
サ
ー
ビ
ス（
株
））

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、
清
掃
活
動
や
森
林
整

備
活
動
な
ど
が
中
止
に
な

る
中
、
身
近
な
こ
と
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
よ
う
と

家
庭
な
ど
で
余
っ
て
い
る

食
品
を
寄
付
す
る「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
」を
始
め
ま

し
た
。

　

今
年
２
月
１
日
～
７

日
、
静
岡
銀
行
行
員
や
、
関
係
先
の
企
業
な
ど
に
声
を

か
け
た
と
こ
ろ
、
短
期
間
の
募
集
に
も
関
わ
ら
ず
、
多

く
の
方
が
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
合
計
４
５
６
個
、
重

さ
に
し
て
85
㎏
も
の
食
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

食
品
は
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人『
フ
ー
ド
バ
ン

ク
ふ
じ
の
く
に
』」を
通
じ
、
必
要
と
し
て
い
る
方
へ

届
け
ら
れ
ま
す
。
静
岡
県
本
部
で
は
今
後
も
、
定
期
的

に「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

同
社
は
、「
半
径
２
キ
ロ
圏
内
の
小
さ
な
循

環
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ッ
ト

を
販
売
し
て
お
り
、
こ
れ
が
と
て
も
オ
シ
ャ
レ

で
、
俄
然
や
る
気
に
！ 

長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
か

ら
生
ご
み
の
分
解
を
速
め
、
悪
臭
を
抑
え
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
基
材
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
生
ご

み
を
投
入
す
る
だ
け
で
、
す
ぐ
に
コ
ン
ポ
ス
ト

づ
く
り
が
始
め
ら
れ
ま
す
。

　
生
ご
み
が
熟
成
・
発
酵
し
、
た
い
肥
と
な
る

の
は
２
～
３
週
間
後
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
皮
な

ど
、
不
向
き
な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
生
ご
み

が
ほ
ぼ
無
く
な
る
と
、
台
所
が
衛
生
的
で
と
て

も
快
適
に
。

　

一
人
で
も
で
き
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」。
今
後
も

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

生ごみを減らして「小さな循環」

「フードドライブ」で食品ロスを無くそう

静
岡
県
本
部
の
取
り
組
み

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
編

後
の
起
業
家
た
ち
の
よ
う
に
、
世
界
を
見
て
き
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
、
ア
ジ

ア
で
す
。
ア
ジ
ア
の
熱
気
、
ア
ジ
ア
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
見
え
て
く
る
道
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
会
社
人
間
、
大
企
業
病
か
ら
の

脱
却
で
す
。
会
社
を
辞
め
て
20
年
経
っ
て
も「
私

は（
株
）○
○
○
で
営
業
部
長
で
し
た
」じ
ゃ
寂
し

い
で
は
な
い
で
す
か
。
今
は
、
入
社
3
年
で
会
社

を
辞
め
る
人
が
3
割
い
る
そ
う
で
す
が
、
大
い
に

け
っ
こ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
3
年
間
は
無
駄

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
識
を
得
て
、
自
分
の
適
性

を
知
り
、
問
題
意
識
も
芽
生
え
て
い
る
で
し
ょ

う
。
確
実
に
賢
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

会
社
と
い
う
小
さ
な
組
織
に
い
れ
ば
い
る
ほ

ど
、
ど
ん
ど
ん
井
の
中
の
蛙
に
な
っ
て
し
ま
い
、

世
界
の
動
き
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
第

一
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
知
り
な
が
ら
、
組
織
に
残
る

の
で
は
、
組
織
に
貢
献
す
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ

ん
か
ら
ね
。

親
切
運
動
が「
心
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」を
鍛
え
る

　

最
後
に「
心
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」に
つ
い
て
話

し
ま
す
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
、「
耐
久
性
・
回

復
力
」と
い
う
意
味
で
す
が
、
今
の
日
本
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
っ
て
、
多
く
の

人
が
心
に
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
を
受
け
て
い
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
も
多
い
で
し
ょ
う
。
会
社
だ
け
、
家
庭
だ

け
、
と
い
う
よ
う
に
住
ん
で
い
る
世
界
が
狭
け
れ

ば
狭
い
ほ
ど
、
心
の
耐
久
性
が
無
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
は
、「
心
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
」の
強
化
に
も
役
立
つ
貴
重
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
企
業
や
組
織
に

所
属
し
、
家
族
を
養
う
た
め
の
仕
事
の
ほ
か
に
、

も
う
一
つ
生
き
る
た
め
の
軸
が
あ
っ
た
方
が
良
い

の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、「
一
人
ひ
と
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」で

す
。
活
動
内
容
は
地
球
環
境
で
も
い
い
し
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
で
も
い
い
、
そ
こ
か
ら
得

る
情
報
や
刺
激
、
共
感
力
は
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果

を
伴
っ
て「
心
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」を
鍛
え
ま
す
。

そ
の
効
果
を
親
切
運
動
に
携
わ
る
皆
さ
ん
は
、
も

う
お
気
づ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
は
、
今
後
の
日
本
を
支

え
、
人
間
の
生
き
方
や
あ
り
方
に
奥
行
き
を
持
た

せ
る
活
動
で
す
。
皆
さ
ん
自
身
の
た
め
に
も
な
る

こ
の
運
動
を
、
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　寺島氏がインタビューで触れている通り、1963年、東大の
卒業告辞で、茅誠司総長が「小さな親切」の実践を呼びかけた
ことを機に、親切運動は発足しました。当時は、池田勇人内閣
の「所得倍増計画」発表から3年。学生運動が下火となり、高
度経済成長へと進む中、日本人の価値観が大きく変化した時代
です。
　安保闘争は、1959年から1960年、そして1970年の2度
にわたって起こった、「日米安全保障条約（安保条約）」の改正
に反対した大規模なデモ活動で、「60年安保」「70年安保」と
も呼ばれます。
　第二次世界大戦に敗戦しアメリカに占領されていた日本は、
1951年、サンフランシスコ講和条約で独立が認められました
が、憲法第9条によって戦力を放棄したため、アメリカが日本
の安全を保障する「日米安全保障条約」を同時に締結しました。
　これにより、米軍は引き続き、日本国内に基地を置くことが
できるようになりました。しかし、日本が外国から攻撃を受
けた際、「アメリカが必ず助ける」とは明記されていないなど、
不平等に近い内容だったため、岸信介首相は就任当初より、こ
れを対等な条約に改正しようと交渉を開始。
　1960年に「新安保条約」を締結しますが、日本はアメリカの
軍事行動に巻き込まれ、軍国主義に逆戻りするのではないか、

などの声が上がり、各地で反
対運動が起きました。同年5
月、衆議院特別委員会での採
決阻止のため、座り込みをし
た議員を警官隊が排除し、新
安保条約が強行採決されたの
をきっかけに、「安保闘争」の
嵐が一気に吹き荒れ、各地で
大規模なデモや抗議集会が開かれました。
　反対運動は学生組織にも広がり、6月には東大生の樺

かんば

美
み

智
ち

子
こ

さんが国会議事堂前で行われたデモで、機動隊ともみ合う
中亡くなるという痛ましい事件が起きます。
　茅誠司氏は当時、東大総長として、学生と話し合いの場を何
度も持っていました。そんな中、樺さんが命を落としたことを
知り、誰よりも嘆いたのが茅総長でした。イデオロギーの対立
は、解決にはつながらず、怒りや憎悪を増長するばかり。茅総
長は親切や思いやりが満ち溢れる社会をつくることが、若者た
ちが望む未来につながると考えました。
　東大の卒業告辞で、「小さな親切」の実行を学生たちに呼び
かけた背景には、茅総長の樺さんの死に対する深い後悔、無念
の想いもあったのです。

「安保闘争」と茅誠司総長の想い
生ごみの熟成が進むと右の袋のように、黒っぽくなるそうです

ベランダにあってもオシャレです
ローカルフードサイクリング社の「LFCコンポ
ストセット」は、ウェブサイトより購入可能
https://lfc-compost.jp

未来の私たちが幸せで、住みやすい環境をつくるS
エス ディー ジー ズ

DGsの取り組みを紹介します。

＂今後の生き方＂と
運動の役割

　　　　　　周年特別インタビュー　「小さな親切」運動のこれから6060
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